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平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
） 
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Ｒ
高
槻
駅
北
バ
ス
停
→
郡
家

本
郷
バ
ス
停
下
車
→
久
安
寺
→

妙
圓
寺
→
郡
家
本
町
ま
ち
並
み 

妙
圓
寺
住
職
の
葦
名
彰
先
生

よ
り
長
時
間
に
わ
た
り
丁
寧
に

わ
か
り
易
い
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

郡
家
本
町
を
散
策
し
、
会
食
・

連
絡
会
を
行
い
解
散
し
ま
し
た
。   

郡
家
地
域
は
地
名
の
発
生
の

時
代
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。「
郡
家
」
と
い

う
言
葉
は
、
奈
良
期
か
ら
平
安

期
に
か
け
て
、
国
家
的
な
支
配

の
も
と
、
各
国
に
置
か
れ
た
郡

の
役
所
（
郡
衙
）
や
郡
司
、
建

築
群
を
総
称
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

高
槻
市
の
郡
家
は
、
東
に
芥
川
、

南
に
西
国
街
道
、
西
に
芥
川
廃

寺
（
塔
心
基
礎
石
が
素
盞
嗚
尊

神
社
境
内
に
あ
る
）、
北
に
式
内

社
で
あ
る
阿
久
刀
神
社
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。 

島
上
郡
家
は
、

門
や
柵
で
区
画
さ
れ
た
役
所
地

区
（
嶋
上
郡
衙
跡
地
）、
近
く
の

神
社
・
寺
（
素
盞
嗚
尊
神
社
）

地
区
、
集
落
地
区
（
郡
家
本
町
）

を
含
ん
だ
生
活
圏
を
作
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
平
安
中
期
か
ら
激
し

さ
を
増
す
全
国
的
な
規
模
で
の

荘
園
の
増
大
は
、
郡
の
行
政
単

位
と
し
て
の
機
能
を
弱
体
化
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
古
代
村
落
と
し

て
の
郡
家
も
衰
退
消
滅
し
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、

郡
家
地
区
に
あ
る
寺
院
は
、
妙

圓
寺
と
久
安
寺
の
二
ケ
寺
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
も
う
一
ケ
寺

「
薬
師
寺
」
が
あ
っ
た
こ
と
が

絵
図
や
縁
起
な
ど
か
ら
確
認
で

き
ま
す
が
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

郡
家
は
、
芥
川
の
山
城
に
陣
取

っ
た
三
好
長
慶
の
采
配
で
、
芥

川
の
清
流
を
田
に
引
く
権
利
を

得
て
命
綱
の
水
を
確
保
し
た
農

村
は
「
郡
家
極
楽
」
と
言
わ
れ

た
土
地
、
豊
か
な
水
と
土
に
恵

ま
れ
、
上
質
の
酒
米
を
供
給
し

て
き
ま
し
た
。 

郡
家
本
町
の
集

落
は
、
な
だ
ら
か
な
坂
道
に
細

い
生
活
道
路
と
水
路
が
走
り
、

昔
の
光
景
を
今
に
伝
え
る
変
化

に
富
ん
だ
家
並
み
の
ま
ち
で
す
。 

 

蘆
名
山
妙
圓
寺 

（
真
宗
佛
光
寺
派
） 

 

「
妙
圓
寺（
み
ょ
う
え
ん
じ
）」

は
、
蘆
名
山
と
号
し
て
真
宗
佛

光
寺
派
に
属
し
、
本
尊
は
阿
弥

陀
如
来

で
す
。 

 

「
郡
家

御
坊
」
と

も
称
さ

れ
る
こ

の
寺
は
、

寺
伝
に

よ
れ
ば
、

１
４
６
９
年
（
文
明
元
年
）、

郡
家
の
草
庵
に
住
し
て
い
た

葦
名
主
計
（
か
ず
え
）
が
蓮
如

上
人
の
摂
津
国
布
教
の
際
、
剃

髪
し
て
上
人
の
弟
子
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。 

 

『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞

書
』
に
は
、
主
計
が
登
場
し
、

ヒ
ゲ
を
剃
る
間
も
惜
し
ん
で

念
仏
を
唱
え
、
手
元
が
狂
っ
て

傷
ば
か
り
つ
く
っ
て
い
る
と

い
う
ほ
ど
熱
心
な
念
仏
者
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

妙
圓
寺
は
、当
初
御
坊
山
に
開

創
さ
れ
そ
の
後
郡
家
に
移
転

し
、
後
柏
原
天
皇
の
時
（
１
５

２
２
年
）
現
在
地
に
移
転
し
た
。 

 

住
職
よ
り
、お
堂
の
歴
史
の
詳

細
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

明
治
時
代

に
は
小
学

校
の
校
舎

と
し
て
使

用
さ
れ
た

こ
と
や
、

光
格
天
皇

か
ら
の
授

か
り
も
の

の
品
、
各
仏
像
の
話
、
御

文
の
「
白
骨
の
章
」
の
草

案
の
話
、
蓮
如
上
人
自
刻

像
の
話
、
冷
泉
家
御
歌
、

教
如
上
人
の
御
手
紙
な

ど
多
く
の
家
宝
話
を
長

時
間
に
渡
り
説
明
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

白
華
山
久
安
寺 

（
黄
檗
宗
） 

 

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
承
応

３
年
（
１
６
５
４
年
）
に

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍

渓
性
潜
が
開
基
し
た
と

伝
わ
る
。
そ
の
後
荒
廃
を

繰
り
返
し
、
地
震
に
よ
り

本
堂
が
倒
壊
す
る
が
平

成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

に
庫
裏
と
本
堂
を
再
建

し
た
。 

Ｓ
・
Ｏ 
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２０１５年４月度行事予定 

"伝統の酒造りと寺内町のまち"高槻市富田 

月  日：２０１５年４月１５日（水曜日）  

集合場所：小寺池図書館前 ９:３０集合 

順  路：小寺池図書館→富田散策→富田公民館（予定） 

その他１）小雨決行。 

２）富田公民館で"富田まちなみ・他"のビデオ観賞を予定

しています。 

３）終了後、ＶＧ槻輪の総会・親睦会を予定しています。 

２０１５年３月度行事予定 

"古くは都の皇族や公家の別荘が点在していたまち"京都市右京区 

月 日: ２０１５年３月１８日（水曜日）  

集合場 所: 阪急松尾大社駅 改札出口 １３：３０  

順 路: 阪急松尾大社駅→梅宮大社→阪急松尾大社駅 

そ の 他:１）順路は、天候などで変更することが有ります。 

２）前日の午後6時のNHKの天気予報で、当日の午後の天候で

降水率６０％以上の場合は 中止します。 

 

ライオンズクラブ高槻基金 

ＶＧ槻輪受賞 !! 

平成27年2月24日アンジェルデ・マリアー

ジュにて「ライオンズクラブ高槻基金贈呈式が

開催されました。 

ＶＧ槻輪は2014年12月3日付で提出した申

請書が受理され、ライオンズクラブ高槻基金運

営委員の方々の審査を得て受賞となりました。 

会を代表して会長が授賞式に出席し表彰状を受

賞しましたので報告致します。会員始め関係者

皆様のご支援によるものと心から感謝しており

ます。これからも当グループの更なる発展と向

上を目指し、人の輪、社会活動の輪を広げるべ

く会員一同気持ちを新たにし、この槻輪の足跡

を刻んで行きたいと考えています。 

今後ともよろしくお願いします。  Ｓ・Ｏ 


